
 

 １０月   

 多世代交流 未来カフェ  １０月６日（日）    小倉北区 ミクニワールドスタジアム 
 
 
 

〇 とても楽しく和やかな雰囲気で、心温まる素敵なイベントだと思いました。
小さな子どもや様々な職業の方と触れ合う機会がないので、新しい視点やア
イデアを得る貴重な時間を過ごすことができました。イベントの参加者だけで
なく、ボランティアとして一日関わった皆さんとも親しくなり、私の目的であっ
た「多世代交流」の実現ができて嬉しいです。私の目指す職業は多世代の方
とのコミュニケーションが欠かせないので今回のボランティア活動は、とても 
有意義なものになりました。                        【小倉西高校 3 年】 

 
 ハートフルコンサート  １０月１２日（土）     小倉南区 小倉南生涯学習センター 
 
 
 
 

〇 今回は足の悪い方のサポートをしました。初めて「介助」というものをして、
自分には知らなかったことがたくさんあることが分かりました。足の悪い方に、
どのようにサポートすれば楽に歩けるのかを考えて行動しました。ですが、微
妙な角度や力の入れ方の違いで、全くサポートができていませんでした。ま
た、私にとっては「短い距離」でも、他の人では、「長い距離」に感じるというこ
とを学びました。主観ではなく、客観でみるという大切さを学んだので、これ
からの活動に取り入れたいです。         【九州国際大学付属高校 2 年】 

〇 今回初めて清掃以外のボランティアを行ったのですが、人と関わることの楽しさを学びました。また、
誰かのために自分が行動することの楽しさも知りました。何をしたらいいか分からなかった時に、皆さん
が、優しく教えてくださって、改めて人に親切にしたいと思いました。活動を通して今自分にできること、や
らなければならないことは何かを考えながら、行動することの難しさを学ぶことができました。4 時間半
があっという間に感じるくらい楽しかったので、今後は様々なボランティアに参加したいと思います。 
                                                                   【九州女子大学 4 年】 
 
 秋の山田の森フェスタ   １０月１９日（土）20 日（日）                     小倉北区 山田緑地 
 

 

 

 

 

〇 今回のボランティアは、様々な方とコミュニケーションがとれるだけではな
く、自然とたくさん触れることのできる貴重な体験となりました。SNS や新技
術が世界中で普及する中、このような形で緑の自然や様々な生き物を知り触
れることによって、普段自分が知らなかった驚きや発見を味わうことができま
した。このような体験は、今後、必ず役に立つものだと思います。もっと幅広い
物事を知りたいと、知的好奇心が湧きました。  

【クラーク記念国際高校 3 年】 

「未来カフェ」は、小学生から社会人まで幅広い世代が、対等な関係で対話することができる場で
す。青少年ボランティアは、対話交流の場に参加したり、来場者の受付や誘導をしたりしました。 

ハートフルコンサートは、地域に住む、あるいは施設の高齢者や障がい者と子ども、学生が垣根を
越えて交流することを目的にしています。青少年ボランティアもみんなと同じ舞台に立ち、一緒にコン
サートをつくりあげました。 

 

「生き物を楽しく学べるブースがいっぱい！」というキャッチフレーズで、様々な生き物と触れ合うこ
とができるワークショップや展示、体験など家族で楽しめるブースがてんこ盛りのイベントです。ボラ
ンティアの皆さんは、入場ゲートでの受付や各ブースの入場者数管理などの業務を行いました。 

 ニュースポーツ体験 on ボランティアウィーク  １０月２６日（土）         戸畑区 ウェルとばた 
 
 
 
 

〇 モルックというスポーツを知り、楽しみながらボランティアに参加するこ
とができました。                              【自由ヶ丘高校 3 年】 
 
〇 モルック体験をさせていただきました。レクリエーションは、障がいのあ
るなしや年齢も関係なくできて素晴らしスポーツだと感じます。私は、介護
職を目指しているので、またできる機会があれば違うニュースポーツ（レク
リエーション）も行ってみたいと思いました。      【東筑紫短期大学１年】 

 

 北九州港開港記念イベント  １０月２６日（土）２７日（日）   門司区 門司港駅周辺 
 
 
 
 

〇 普段関わることのない世代の方たちと交流することができて、とても良い
経験になりました。初対面の人と臆することなくコミュニケーションをとること
の大切さに改めて気づくことができました。      【小倉西高校 2 年】 
 
〇 今まで海の仕事とか全然知らなかったけど、今回のボランティアに参加し
たことで、たくさんの仕事の制服を知れたので良かった。今、将来の夢を決め
ている時期なので活かしていきたい。【九州国際大学付属高校 2 年】 

 
 

 １１月   

 まつり起業祭クリーンアップ清掃   １１月９日（土）10 日（日）          八幡東区 大谷地区 
 
 
 

 
〇 祭りはいくつかゴミ捨て場があるのでゴミはあまり落ちていないと思って
いましたが、実際にボランティア活動を通して、ゴミはゴミ箱の有無に関係な
く多く存在していることが分かりました。普段している掃除ですけど、ボランテ
ィアのおかげで掃除の大切さを良く感じることができ、また、ゴミを拾っていく
中で気持ち的にもとてもすがすがしく、良い経験ができたと思います。           
【八幡高校 2 年】 

 
〇 一緒にペアになってゴミ拾いを行っていた方が、近くにゴミ捨て場がなくて探している方に「これにゴ
ミを捨ててください。」と話しかけていたのを見て、周りを良く見ていてすごいなと思いました。実際にゴミ
拾いをしてみて、人がたくさん通るような道にはあまりゴミは落ちていなかったけれど、ゴミ捨て場で入り
きらなかったゴミが周りにたくさん落ちていたなと感じました。今回の活動を通して、たとえボランティア
ではなくてもゴミが落ちていたら拾えるように心がけていきたいと思います。         【北筑高校２年】  

今年は、フィンランド発祥の「モルック」というニュースポーツを体験してもらいました。ボランティア
ウィークに実施され、老若男女を問わず、障がいのある方も一緒に楽しみました。青少年ボランティア
は、着ぐるみに入ったり、参加者のチームに加わったりしてイベントを盛り上げました。 

北九州港開港135 周年の節目である今年は、海洋気象観測船「啓風丸」をはじめとする船舶の一
般公開や「みなとのお仕事制服ファッションショー」、「みなとハロウィン」など、様々なイベントが行わ
れました。青少年ボランティアは、受付やミニトレインなどの業務を担当しました。 

「まつり起業祭」のメイン会場周辺や露店ロードの清掃活動です。身動きがとれないほど多くの
来場者の中、青少年のボランティアは、トングとゴミ袋をもってゴミを収集して回りました。 


